
JA全農京都　「公共広告」篇

女性1

NA（女性2）

JA京都からのお願いです。

環境問題が声高に叫ばれているこの頃、

お米も環境に迷惑をかけていました。

きれいな水で丹念に育てるお米。

環境破壊だなんて不思議に思われるかもしれません。

でも、これは事実です。

トラックによる輸送。

その距離が長いほど、排ガス量も増加します。

お米は日本人の主食ですから、その流通量もかなりのものです。

地元のお米なら、どれほど排ガス量を抑えられるでしょう。

あなたと、あなたのたいせつな人たちに、

これからもおいしいお米を食べてほしい。

だから、京都でお住まいの皆様に申し上げます。

京都のお米を食べてください。

これは、広告ではなく、お願いです。

食べるだけのエコ。JAの京都米。


